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子組換えセイヨウナタネとの交雑体で
ある証拠は確認されなかった。また環
境省と国立環境研究所は 2003 年から
毎年，主要なセイヨウナタネ輸入港や
その周辺の河川敷等において除草剤耐
性の遺伝子組換えセイヨウナタネおよ
びカラシナとアブラナの分布調査を行
い，2009 年以降，遺伝子組換えセイ
ヨウナタネとアブラナの雑種と推定さ
れる個体を断続的に数個体確認してい
る（バイオセーフティクリアリングハ
ウスホームページ）。

以上の調査研究からは，遺伝子組換
えセイヨウナタネは今のところ，定着
し分布を拡大したり，同属近縁種のカ
ラシナやアブラナの生育地を奪ったり
はしておらず，また同属近縁種と交雑
して雑種が定着するには至っていない
と判断される。

これらの調査結果からは，遺伝子組
換えセイヨウナタネは野外で定着する
確率は低いように推察できる。しか
し，このような事実をいくら積み重ね
ても，野外で遺伝子組換えセイヨウナ
タネが定着し分布拡大して周辺生態系
へ悪影響を及ぼすリスクを明らかにし
たことにはならない。また，遺伝子の
組換えにより適応的な形質が変化する
と定着する確率はその分高くなるし，
変化する形質によって定着する確率が
高くなる程度は異なるとされている

（Hancock 2003）。こうした定着確率
の増加が，周辺生態系に悪影響を及ぼ
す程のものなのかどうかは，個別の組
換え形質による変化の程度を比較する
だけではわからない。この問題を解決

するため，「定着する確率」を定量的
に測る手法として個体群動態モデルの
活用が現在進んでいる。

おわりに

今のところ遺伝子組換えダイズやセ
イヨウナタネは，それ自身が輸入港周
辺にて定着したり，近縁種と交雑して
雑種が定着したりはしていないので，
その後，分布拡大して周辺生態系へ悪
影響を及ぼす可能性は考えにくい。し
かし，今後，遺伝子組換え作物の輸入
量の増加，国際バルク戦略港湾政策等
による荷揚げ港の集中，また環境スト
レス耐性など適応度に関わる形質を高
めた遺伝子組換え作物やより雑草性の
高い作物種における遺伝子組換え体の
導入により，定着し，分布拡大に至る
遺伝子組換え植物が生じる可能性は否
めない。遺伝子組換えダイズやセイヨ
ウナタネを例に構築される交雑予測モ
デルや個体群動態モデルを活用し他の
植物種にも応用することで，このリス
クを回避する管理方法や監視方法を準
備しておく必要がある。
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朝顔・昼顔・夕顔・夜顔（アサガオ・
ヒルガオ・ユウガオ・ヨルガオ）

( 公財 ) 日本植物調節剤研究協会
兵庫試験地　須藤　健一

夕顔を除いてヒルガオ科のサツマイモ属あるいはヒル
ガオ属の一年生あるいは多年生草本。花は周知のとおり
で，朝顔は小学校での観察実験や，夏休みの観察記録な
どで親しまれている。全国各地で朝顔市が開かれる。

朝顔は平安時代に中国から持ち込まれたとされ，牽牛
子として薬用に用いられた。江戸時代に盛んに品種改良
が行われ，多種多様な品種が作出されている。

近年，ダイズやトウモロコシなどの畑，荒れ地，川や
池の堤などで朝顔ならぬアサガオが蔓延しつつある。マ
ルバルコウ，アメリカアサガオ，マメアサガオ，マルバ
アサガオ，ホシアサガオなど，いずれもサツマイモ属の
一年生草本で，朝顔と同じような葉と花をつける。蔓性
でダイズやトウモロコシ畑で繁茂すると作物を覆ってし
まって手が付けられなくなる。朝顔と同様に帰化種では
あるが，これらのアサガオ類は，最近，熱帯アメリカな
どから侵入し，またたく間に生息域を広げた。

朝顔にせよアサガオにせよ，早朝に開花すると昼頃に
は萎む。また，朝顔の開花が盛夏の一時に限られること
から，その儚さを詠った歌は多い。
 ありとてもたのむべきかは世の中を知らする物は朝が
ほの花（和泉式部）

はかなさをまづ目の前に知らするは籬の上の朝顔の露
（相模）

翻って昨今のアサガオの跋扈。ダイズ圃場に発生した
ホシアサガオはダイズを覆いつくし，見渡す限りピンク
色の花を咲かせる。人の世の儚さも，ダイズ栽培の「夢」
も打ち砕かれる。

ちなみに，万葉集に「容花（かほばな）」として昼顔が，
源氏物語には朝顔の姫君と夕顔が登場するが，夜顔は明
治時代になって持ち込まれたため，万葉集や源氏物語に
は出てこない。


